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「情報共有システム（ASP方式）」及び
「建設現場の遠隔臨場」について

資料２
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情報共有システム（ASP方式）について

〇 情報共有システム(ASP方式）とは

ASPとは、アプリケーションサービスプロバイダの略で、

プロバイダがインターネットを介してアプリケーション
サービスでプロバイダが開発した「情報共有システム」
を用いて、受発注者間の工事に関する情報を共有、相
互利活用及びコミュニケーションの円滑化、生産性の
向上を図るシステム

従来の紙による文章のやり取りで発生する移動時間
などの作業工程の「制約」を解消することにより、工事
現場の生産性の向上させることができます。

国土交通省では、平成21年度から試行され、平成25
年度から本格導入している

【神奈川県県土整備局情報共有システム試行要領
第10条(利用に係る経費)】
情報共有システムの利用に係る経費は、共通仮設費

の率計上分に含まれる
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情報共有システム（ASP方式）について

〇 情報共有システムの活用に関する試行工事

（令和４年度）
・ 全ての工事を受注者希望型として試行

（令和５年度）
【発注者指定型】
・ 当初設計金額（税込み）２億円以上※の工事は、原則すべての工事を発注者指定型とする。
・ 当初設計金額（税込み）6,000万円以上の工事の中から、土木事務所等が発注者指定型とする。
【受注者希望型】
・ 当初設計金額（税込み）6,000万円未満の全ての工事を受注者希望型とする。
ただし、土木事務所等が必要と 認める場合は、 発注者指定型とすることができる。

0円

　　[金額]

R3 R4 R5 R6以降

選定 原則全て

〔発注者指定型〕

〔受注者希望型〕
土木事務所等が選定

〔受注者希望型〕
土木事務所等が必要と認める場合は、
発注者指定型とすることができる

〔発注者指定型〕

原則全て
２億※

6,000万
※令和４年度予算を執行する場合、
1.5億円以上とします。
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情報共有システム（ASP方式）について

〇 「情報共有システム(ASP方式)の活用に関する試行工事」特記仕様書

・ 情報共有システムの特記仕様書を改定し、受注者希望型と発注者指定型にそれぞれ分類。
・ 発注者指定型は、「真にやむを得ない場合を除き、原則実施するものとする」としています。

（受注者希望型は、従来の特記仕様書から変更なし）

・ 情報共有システムの活用の有無にかかわらず、
「試行工事対応届出書」を施工計画書に添付する
とともに、下記提出先あて、電子メールに添付して
提出してください。

・ 受注者は、試行工事を通じた効果の検証及び
課題の抽出に関する「アンケート」を神奈川県
技術管理課積算システムグループのホームページ
から入手し、電子メールに添付して提出してください。

≪入手先≫
【 https://www.pref.kanagawa.jp/docs/m2t/asp.html 】

≪提出先≫
【 gikan.ankt.up7k@pref.kanagawa.lg.jp 】

https://www.pref.kanagawa.jp/docs/m2t/asp.html
mailto:gikan.ankt.up7k@pref.kanagawa.lg.jp
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建設現場の遠隔臨場について

〇 遠隔臨場とは

映像データを用いて現場の状況をリアルタイムで確認出来る機能
現場での立会いに代わり、発注者が事務所内で確認が出来る
受注者側の立会調整時間や発注者の移動時間が削減
緊急時、災害時など、速やかに情報収集・共有が可能
複数人が同時に同じ画面を共有しながら対策を考えることも可能
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建設現場の遠隔臨場について

〇 建設現場の遠隔臨場に関する試行工事

（令和４年度）
・ 全ての工事を受注者希望型として試行（経費は、受注者が負担〔受注者希望型〕）

（令和５年度）
・ 発注者指定型を導入（経費は、発注者が負担し設計変更にて対応〔発注者指定型〕）

※ 発注者指定型とすることで、更に効率化が見込まれる工事（例）
・ 現場立会等の頻度が多い工事
・ 施工現場が遠隔地等で、発注者が施工現場との往復に多くの時間を要する工事

原則全て

R3 R4 R5以降

受注者か
ら要望が
ある工事

発注者指定型
以外の工事

発注者指定型を導入

〔受注者希望型〕

〔発注者指定型〕
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建設現場の遠隔臨場について

〇 「建設現場の遠隔臨場に関する試行工事」特記仕様書

・ 「建設現場の遠隔臨場に関する試行工事」特記仕様書を改定し、受注者希望型と発注者指定型に分類。
発注する工事に合わせて添付。

・ 遠隔臨場の実施の有無にかかわらず、
「試行工事対応届出書」を施工計画書に添付する
とともに、下記提出先あて、電子メールに添付して
提出してください。

・ 受注者は、試行工事を通じた効果の検証及び
課題の抽出に関する「アンケート」を神奈川県
技術管理課積算システムグループのホームページ
から入手し、電子メールに添付して提出してください。

≪入手先≫
【 https://www.pref.kanagawa.jp/docs/m2t/asp.html 】

≪提出先≫
【 gikan.ankt.up7k@pref.kanagawa.lg.jp 】

https://www.pref.kanagawa.jp/docs/m2t/asp.html
mailto:gikan.ankt.up7k@pref.kanagawa.lg.jp

